
 

１．件名：原子力エネルギー協議会との面談 

２．日時：令和４年１２月８日（木）１５：３０～１６：４０ 

３．場所：原子力規制庁９階会議室 

４．出席者：  

原子力規制庁 

原子力規制部 原子力規制企画課  金城課長、藤森調査官、斎藤課長補佐、 

松田課長補佐、佐藤係長 

長官官房技術基盤グループ 技術基盤課   佐々木調整官 

原子力エネルギー協議会（ＡＴＥＮＡ） 事務局長代理、他５名 

関西電力株式会社 原子力事業本部 原子力安全部門 安全管理グループ マネージャー 

 

５．要旨： 

  ○原子力規制庁から、第５３回技術情報検討会資料５３-１-２－１「高分解能な 3 次元地震

波速度構造解析による姶良カルデラ下のイメージングについて（案）」及び第５５回技術情

報検討会資料５５-１-２－２「「確率論的津波ハザード解析における津波発生・伝播モデル

の不確かさの影響」について（案）」について、事業者に周知するよう依頼した。また、原子

力規制庁と意見交換を希望するかについて、事業者に確認し、その結果を連絡するよう依頼

した。 

  ○原子力規制庁から、非常用ディーゼル発電機の 24 時間連続運転試験が今年度中に終了する

ことから、その後の検討スケジュールの見通しについて回答するよう依頼した。また、今年

度の粒界割れ及び構造健全性評価に関する検討スケジュールの見通しについて回答するよ

う依頼した。 

  ○また、令和 4 年 12 月 5 日に実施した第 3 回震源を特定せず策定する地震動(スペクトル)の

規制導入の経過措置に係る意見聴取会において、標準応答スペクトルに関する対応状況及び

今後の見通し等について、明らかになった段階で速やかに提示することを求めたが、適時適

切なタイミングで、この定例面談の場を通じて提示するよう、原子力規制庁からＡＴＥＮＡ

に依頼した。 

○ＡＴＥＮＡから、次回のＣＮＯ意見交換に向けた準備状況等について説明があり、原子力規

制庁から、次回のＣＮＯ意見交換に向け、引き続き準備を進めるよう伝えた。 

○毎週実施している本定例面談の他、別途ＡＴＥＮＡとの面談を複数実施しているため、原子

力規制庁から、効率の観点から、まとめて実施できるものがないか検討するようＡＴＥＮＡ

に伝えた。 

○関西電力から、安全性向上評価届出書の運用改善として、届出書に参照図書を掲載した事業

者ホームページ等のリンクを記載する運用が可能かどうかの質問があった。原子力規制庁か



ら、安全性向上評価届出制度については、本日実施した原子炉安全基本部会・核燃料安全基

本部会において制度運用の改善策等について、今後議論していくこととなったため、本日関

西電力から質問のあった件を含めて、今後の原子炉安全基本部会・核燃料安全基本部会の中

でまずは議論をし、検討していくことになるだろうと伝えた。 

○ＡＴＥＮＡ等から、本日面談した件について了解した旨回答があった。 

 

６．配布資料： 

  資料 1 【（ご参考）お知らせ】設計情報 に係る 図書 のＷＥＢ公開に ついて 

 

以上 


